
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童養護施設 讃岐学園だより   第 33号                                              

≪発行元≫ 社会福祉法人弘善会 児童養護施設讃岐学園 
  〒761-0322 香川県高松市前田東町５６９－２  TEL (087)847－5171   FAX (087)847－5173  
    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  https://www.kouzenkai.jp/  e - mail   sanukigakuen@kouzenkai.jp 
                                                         ［題字］真言宗善通寺派前管長 樫原禅澄 大僧正 

令和 4年 9月吉日発行 

済世利人（さいせいりにん） 【讃岐学園の理念】 
世の中を救い、人々に利益を施すこと、これが弘法大師の願いであり活動です。 
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今
年
も
園
庭
に
、
『
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
』
が

咲
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
、
ご
縁
の
あ
っ
た
近

畿
大
学
・
吉
川
先
生
か
ら
種
を
譲
り
受
け
、
毎

年
育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
ひ
ま
わ
り
の
由
来
に

つ
い
て
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
で
加
藤
は
る
か
さ
ん
が

被
災
し
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
半
年
後
に
、
お
家

の
あ
っ
た
空
き
地
に
大
輪
の
ひ
ま
わ
り
を
見
つ

け
た
お
母
さ
ん
が
「
は
る
か
が
ひ
ま
わ
り
に
な

っ
て
戻
っ
て
来
た
」
と
涙
さ
れ
ま
し
た
。
何
も
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
町
で
多
く
の
人
を
励
ま
し

勇
気
づ
け
た
そ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
は
る
か
の
ひ

ま
わ
り
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
『は
る
か
の
ひ

ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、
そ
の
種
を
全

国
に
配
布
し
、
災
害
復
興
や
命
の
尊
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
も
、
こ
の
命
の 

リ
レ
ー
の
一
役
を
担
い
、 

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
育
て 

た
い
で
す
。
こ
の
活
動
を 

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が 

直
に
学
び
、
感
じ
取
っ
て 

く
れ
る
様
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

令和 4年 9月吉日発行 
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32号の表紙をみてね 

  

いよいよ夏到来!! 裏庭で足浴あそび 

 

夜を楽しもう!! 園内夏祭り 

第 33号 

とは… 
毎月、子どもと職員が一緒に楽しむ時間を作っ
ています。企画するグループの個性も出て、それ
も見どころのひとつです。 

園内お花見 

前田探検＆緊急時に備えよう体験 

 

 

電話Box見っけ 

 

冷た～い!!やっぱこれだね。 

 

もしもし 

 僕も代わって 

 

 
ここ注意!! 

 

 準備OK 

 

背筋も凍る…お化けやしき 

 
強がっちゃって。 

ほんとは、怖かったくせに… 

 



令和 3年度の苦情処理の状況 

＜権利擁護と苦情への取り組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもとの信頼関係をより一層深め、権利擁護意識を
醸成するため、職員会議の冒頭に「全国児童養護施設協
議会倫理綱領」を読み合わせ、FE 会（子ども自治会）を
定期的に行うなど、子どもの権利擁護と職員の意識向上
に努めています。 
 いつでも、どこでも気軽に相談ができるよう、幼・小・中
学校教諭を苦情解決第三者委員に委嘱して、「悩み相
談、安心、なんでも受付箱（苦情箱）」を各グループに設
置するとともに、子ども女性相談センターなどの連絡先
を掲示し、相談機関を周知しました。 
昨年度に比べ、投函数が増えていますが、内、半数近

くが特定女児によるもので、コミュニケーションツールと
して利用することで、職員との関係性を実感したり、情
緒安定を自ら図っているものです。個々の子どもの特性
や発達課題もある為、その子にあった意見表明の形と受
け止め、否定する事なく、辛抱強く向き合っているところ
です。 
また、児童相談所のワーカー、心理司など、第三者の

面接も積極的に活用し、生活担当職員だけでなく、広く
意見を聞き合う機会としています。 

 

 

 

 

 

 

勘 定 科 目 決 算 額 （円） 

児童福祉事業収益   

 措置費収益 243,284,811 

 その他の事業収益 10,752,511 

 経常経費寄附金収益 2,336,798 

サービス活動収益計① 256,374,120 

人件費支出 162,822,797 

事業費支出 48,462,690 

事務費支出 10,914,692 

減価償却費 27,555,087 

国庫積立金特別積立金取崩額 -17,127,893 

サービス活動費用計② 232,627,373 

サービス活動増減差額③（①－②） 23,746,747 

サービス活動外収益計④ 2,118,154 

サービス活動外費用計⑤ 1,564,700 

事業活動外収支差額⑥（④-⑤） 553,454 

経常増減差額⑦（③＋⑥） 24,300,201 

特別収益計⑧ 259,249 

特別費用計⑨ 3,265,911 

特別増減差額⑩（⑧-⑨） -3,006,662 

当期活動増減差額合計⑪（⑦＋⑩） 21,293,539 

前期繰越活動増減差額⑫ 186,321,655 

当期末繰越活動増減差額⑬(⑪+⑫) 207,615,194 

その他積立金取崩額⑭ 0 

その他積立金積立額⑮ 25,000,000 

次期繰越活動増減差額⑮(⑬+⑭-⑮) 182,615,194 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 対応と結果 件 

友だち関係 

・一緒にいると 

しんどい 

・意地悪される 

・ケンカ 

・職員が当事者同士の中に入って

話し合う。 

・職員が本人と話し合う。 

・職員の見守りによりお互いの距 

離を取る。 

20 

職員との関係 

 
・職員が口うる 

さく言う。 

 

・担当替えを希 

望 

 

・職員と子どもで話し合いの場を

もつ。 

・本人の気持ちをよく聞いて話し

合う。 

・職員からの聞き取りと本人との

話し合い。 

・児相ワーカーとの面接で話を聞

いてもらう。 

16 

要 望 

 

・1 人部屋にな

りたい 

・部屋替を希望 

・グループ移動 

・学園をやめた

い 

・ひとり部屋確保は難しかった 

が、個々に話をし、可能な範囲 

で部屋替えなどで対応した。 

・グループ移動についても、個々 

に話し合い、必要に応じて実施 

したケースもある。 

・施設退所については、児相ワー 

カーや心理司の面接を実施。 

グループ内でも、子どもの居場 

所づくりや関係調整に努めた。 

13 

その他 

 

・生活の不満、 

ルールについて 

・家族とのかか

わり方について 

・コロナ禍の行動制限の不満も 

多く、個別に、また FE会（子ど 

も自治会）などを通して、職員 

と子どもで話し合い、理解を求 

めた。 

・家族については、個別に話すと 

共に、児相ワーカーと相談した。 

18 

資産の部 

 

流動資産 82,006,283 

固定資産 812,482,602 

 基本財産 634,596,112 

 その他の固定資産 177,886,490 

資産の部合計 894,488,885 
    

負債の部 

流動負債 11,414,644 

固定負債 10,268,384 

負債の部合計 21,683,028 

    

純資産の部 

基本金 324,686,000 

国庫補助金等特別積立金 215,704,663 

その他の積立金 149,800,000 

次期繰越活動増減差額 182,615,194 

純資産の部合計 872,805,857 

負債及び純資産の部合計 894,488,885 

第 33号 

令和 3年度 事業活動計算書 

令和 3年度 貸 借 対 照 表 

R3.4.1～R4.3.31 

R4.3.31現在 
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R3.4.1～R4.3.31 

4 

第 33号 

多くの方々のご厚志に深く感謝いたします。      （R4.4～R4.8 順不同・敬称略） 

 
三和電業株式会社 高松支店社員一同、 旭商工株式会社 代表取締役菅谷政也、 株式会社 たまや、  食卓クラブ、 

ハシビロ屋 村尾浩二郎、  河田建子、 小川ゑつ、 合田商会代表 合田裕信、 松山健治、 小川晃弘、 小笠原善実、 

ＢＮＲ、 香川県理容組合 高松支部ボランティア一同、 有限会社完土 代表取締役完土剛、  川島福美、 大村眞道、 

マスウド・ソバハニ、 株式会社坂出自動車学校 代表取締役社長髙橋勇、 横田貴子、 清滝山栄光寺 池田宗弘、 

中四国アイスクリーム協会、 株式会社 Dasuka＆Desiree、 上羽彰慧、 宮宇地すみ子、 

古川博司、 株式会社 ファーストリテイリングサステナビリティ、 木村仁美、 松村三子、 

としのぶさん家の粉、 横田美喜子、 黒田良治、 匿名の方々     

 
                 

讃岐学園後援会は、子どもたちの安心・安全な生活を物心両面で支援しています。 

未来ある子どもたちが、笑顔あふれる、充実した生活が送れますよう、皆様のお力添えをお願いします。  

年会費 法人会員 1口 5,000円 個人会員 1口 2,000円 

  ○ゆうちょ銀行 01650－2－5168 ≪口座名≫讃岐学園  

  ○百十四銀行本店営業部 普通預金 0119413  

  ≪口座名≫社会福祉法人弘善会児童養護施設讃岐学園後援会事務局長  折目 勝文 

※銀行振込みは御氏名のみ標記のため、領収書等必要な方は、お手数ですが、学園迄ご連絡が必要です。 

※広報などへの非公表を希望される方はお申し出ください。 

令和 4年 8月までにご協力いただいた会員様…オオエヤスオ、ヨコタタカコ、モリヤストオル、 

梅谷博之、中務芳男、松原真希、村上莉咲、小川晃弘、西村久美子（順不同・敬称略） 

 

 
  

 

 毎年 11 月に、地域、学校、関係機関など日頃お世話になっている方々、学園児の保護者やお友達、また卒園

生やその家族を招いて『さぬき学園まつり』を実施していました。多くの方に参加していただき、広く児童養護

施設を知っていただくきっかけになったり、子どもたちや職員もまた、お招きするにあたって、舞台発表の練習

や制作活動など準備をする過程で、大変ながらも一体感や達成感を感じられる良い機会となっていました。 

しかし、令和 2年のコロナ禍以降、既に 2年中止を余儀なくされています。 

楽しみにしてくださっている方も多く、既に問い合わせもいただいていますが、周囲の状況も鑑み、残念なが

ら、今年度も園内開放を伴う行事は見送る事となりました。 

いつかまた皆さんと笑顔でお会い出来る日が来ることを、 

心から願っています。      

讃岐学園こども・職員一同 

讃岐学園まつり中止のお知らせ 

 

讃
岐
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ス
マ
ホ
で
見
て
み
よ
う 

 

下
記
の   

    

コ
ー
ド 

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

 

施
設
案
内
、
理
念
や
取
組
み
、
生
活
の

様
子
、
広
報
誌
、
求
人
情
報
、
第
三
者
評

価
の
結
果
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。   

 

編
集
後
記 

  
 

「え
ー
、
も
う
、
夏
休
み
終
わ
り 

 

」 

と
残
念
が
る
子
ど
も
た
ち
を
尻
目
に

「
あ
り
が
と
う
、
新
学
期
」
と
心
の
声
が

漏
れ
る
ほ
ど
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
超
多
忙
な
夏
休
み
が
よ
う
や
く
終

わ
り
ま
し
た
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
夏
休
み
中
は
、
大

き
な
怪
我
や
病
気
も
な
く
、
皆
元
気
に

過
ご
す
事
が
出
来
た
こ
と
、
何
よ
り
安

堵
し
て
い
ま
す
。  

 

残
暑
厳
し
い
折
と
ご
挨
拶
文
を
用
意

し
た
ら
、
台
風
一
過
と
共
に
、
急
に
涼

し
く
な
り
ま
し
た
。
気
温
の
変
化
が
激

し
い
時
候
、
み
な
さ
ま
も
、
ど
う
か
お

体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 

編
集
委
員 

 斎
藤
・尾
﨑
・石
﨑
・山
本 

～後援会員募集～ 
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Q 
R 


